
（第31回談義所：2016年6月17日（金）19時00分～21時00分実施、アンケート回収数：21）

第31回　宮崎海岸市民談義所　アンケート結果

20歳未満：0%

20代：9%

30代：24%

40代：24%

50代：5%

60代：19%

70代以上：19%

記入無し：0%

1-(1) 年齢は？

住吉：14%

佐土原：10%

その他宮崎市

内：33%

それ以外：43%

記入無し：0%

1-(2) 住んでいるところはどこですか？

a 全部あるいは

何度か参加：

81%

b 一度だけ参

加：0%

c 今回が初め

ての参加：19%

記入無し：0%

1-(3) これまでに参加したことはありますか？

1．あなたのことについて教えてください

福岡 静岡

鹿児島
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a 宮崎河川国道事務

所からの案内：56%

b 行政機関か

らの紹介：8%c 回覧板のチラシ：7%

d 知人からの

紹介：22%

e 新聞折り込み

チラシ：0%

f 新聞記事：0%

g 宮崎河川国道事務所等

のホームページ：7%

h その他：0%
記入無し：0%

a 市民談義所

に関心：26%

b 災害からの安全・安心の確

保に関心：26%
c 海岸の環境

に関心：17%

d 海岸の利用

に関心：11%

e 海岸の景観

に関心：17%

f その他：3% 記入無し：0%

2．市民談義所を何によって知りましたか？

3．今回参加された動機は何ですか？

(複数回答)

(複数回答)

＜その他ご意見＞

・砂丘の減退が限界を超えている。

・海亀の産卵が危機に。
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a 満足している：24%

b どちらかというと

満足している：48%

c やや改善す

べき点がある：

19%

d 改善すべき

点がある：0%

記入無し：9%

4．今回の市民談義所の満足度は？ (複数回答)

a 満足している（理由）
・ドローンによる現況説明が良い
・事業の予定が聞けた

ｃ やや改善すべき点がある（提案）
・3工程のシミュレーションをお願いしたい
・出席者の意見を聞くこと、もっと

b どちらかというと満足している（理由）
・皆で海岸を良くしようと、真剣で。
・それなりに努力しているから
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a 今回の会場

が適当：95%

b 違う会場で行

うべき：5%
記入無し：0%

5-(2) 会場について

a 平日の昼間

が良い：18%

b 平日の夜が良

い：59%

c 土、日、祝日の昼

が良い：9%

d 土、日、祝日

の夜が良い：5%
記入無し：9%

5-(1) 実施する曜日と時間について

a 短い：5%

b 適当：90%

c 長い：5%

記入無し：0%5-(3) 時間の長さについて

5．市民談義所の運営に関して

(複数回答)

a 多い：0%

b 適当：71%

c 少ない：29%

記入無し：0%

5-(4) 参加人数について

住吉地区住吉公民館

地元の浜の消退を知る方もっと意見

を述べて欲しい。
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a ぜひ参加した

い：62%

b 出来れば参

加したい：33%

c わからない：5%

d 参加したくない：0% 記入無し：0%

6．次回、市民談義所への参加の意向

7. 次回以降の市民談義所で、談義したいテーマ等

8. その他、市民談義所の進め方等についてのご意見

次ページ以降参照

-5-



（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
と
回

答
（
1/

3
）

ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
内
容

事
務
局
の
回
答

・
突
堤
を
伸
ば
し
た
と
き
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果

を
動

画
で

示
す
。

・
段
階
１
完
了
時
：
突
堤
・
補
助
突
堤
周
辺
に
砂

浜
が
出

現
（
浜
幅
：
大
炊
田
5
2
m
、
動
物
園
東
6
3
m
、
住
吉
4
1
m
）

・
段
階
２
完
了
時
：
一
部
の
区
間
を
除
い
て
浜
幅

5
0
m
確
保

（
浜
幅
：
大
炊
田
6
8
m
、
動
物
園
東
7
1
m
、
住
吉
9
0
m
）

・
段
階
３
完
了
時
：
全
域
で
浜
幅
5
0
m
確
保

（
浜
幅
：
大
炊
田
7
8
m
、
動
物
園
東
9
4
m
、
住
吉
1
2
3
m
）

【
p
9
参
照
】

・
3
工
程
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
砂
が

ど
の
程

度
効
果

が
あ

る
の
か
実
験
結
果
を
。

・
デ
ー
タ
が
正
し
け
れ
ば
年
間
ど
れ
位
の
浜
の
成
長

が
望
め

る
の
か
数
値
で
示
し
て
欲
し
い
。

・
砂
が
滞
留
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば

長
期
的

に
は
浜

は
成
長

し
段
差
は
縮
小
し
て
い
き
ま
す
と
述
べ
ら
れ

な
い
の
か
？

・
砂
は
動
い
て
い
ま
す
が
、
突
堤
と
養
浜

に
よ
り
砂
浜
が

回
復
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
【
p
9
参
照
】

・
9
9万

m
3
（
海
中
養
浜
の
投
入
量
）
の
数
量
の
根
拠

を
示
し

て
欲
し
い
。

・
海
中
養
浜
は
3
4
.7
万
m
3
、
陸
上

養
浜
は
6
4
.9
万
m
3
で
す
。

【
内
訳
は
P
1
0
参
照
】

・
経
費
の
安
い
早
め
の
砂
浜
復
旧
を
。

・
他
事
業
と
連
携
し
て
養
浜
の
効
率
的
調
達

を
行

う
な
ど
、
コ

ス
ト
縮
減
に
努
め
て
お
り
、
引

き
続

き
取

り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
【
p
1
0
参
照
】

・
突
堤
3
0
0
m
設
営
完
成
す
れ
ば
砂

が
付

く
と
云

わ
れ

る
が
水

深
1
2
m
以
上
で
の
砂
の
移
動

は
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
1
0
0

ｍ
位
で
も
充
分
砂
が
付
い
て
当
然
だ
。
こ
だ
わ
る
け
ど
1
0
0

ｍ
で
砂
が
付
か
な
け
れ
ば
突
堤
の
意
味

が
な
い
。
1
ｍ
7
0
万

円
経
費
が
全
く
無
駄
に
な
る
。

・
突
堤
建
設
後
、
陸
上
砂
浜
は
安
定
傾
向

に
あ
る
と
み

て
い

ま
す
。
引
き
続
き
測
量
等
で
監

視
し
て
い
き
ま
す
。
【
p
1
1
参

照
】
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（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
と
回

答
（
2/

3
）

ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
内
容

事
務
局
の
回
答

・
宮
崎
港
の
人
工
海
浜
（
サ
ン
ビ
ー
チ
）
現
況
と
現

在
に
至

る
ま
で
の
経
緯
（
状
況
）
等
が
知
り
た
い
。
※

南
ビ
ー
チ
（海

水
浴
場
は
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）

・
宮
崎
港
の
南
ビ
ー
チ
で
は
、
砂
の

堆
積

に
よ
り
海
水

浴
場

の
水
域
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
Ｈ
１
４
年
以
降
、
７
月

の
海
水
浴
場
オ
ー
プ
ン
の
前

に
、
砂

を
持

ち
出
す
工
事

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
突
堤
と
補
助
突

堤
の
間
を
養
浜

に
し
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か

。・
今
年
度
の
工
事
で
実
施
し
ま
し
た
。

・
養
浜
の
汚
濁
が
漁
業
に
具
体
的
に
影
響
が

あ
る
か

を
示
し

て
欲
し
い
。

・
H
2
4
年
度
ま
で
養
浜
箇
所
の

濁
り
の
調

査
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
で
は
、
影
響
は
軽

微
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
（
第
2
回
効
果
検
証
分
科
会

に
提
示
・
承
認
）

・
災
害
（
侵
食
）
⇔

復
旧
（
養
浜
）
繰
り
返
し
て
も
き
り
が

な
い

（
無
駄
）
 
他
の
部
分
が
被
害
を
受
け
る
の

で
は

。
壊
れ
な

い
も
の
を
つ
く
る
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の

波
で
被

災
受
け
て
い
た
ら
、

大
波
（
強
台
風
）
が
き
た
ら
一
発
全
壊
だ
と
思
い
ま
す
。

・
宮
崎
海
岸
保
全
の
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
砂

浜
を
回

復
す
る
た
め
の
養
浜
、
突
堤
に
つ
い
て
、
自
然
環
境

、
利
用
・

景
観
に
も
配
慮
し
な
が
ら
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
災
害

発
生
時
も
、
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

・
袋
詰
石
は
弱
い
と
い
う
こ
と
は

明
ら
か

に
実

証
さ
れ

て
い
る
。

グ
ラ
ベ
ル
マ
ッ
ト
も
素
人
か
ら
見
た
ら
、
た
だ
石
の
大

き
さ
が

小
さ
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は

？
ま
た
今
度
の

台
風

で
被

災
を
受
け
る
の
で
は
？

・
グ
ラ
ベ
ル
マ
ッ
ト
の
袋
材
は
、
袋
詰

玉
石
の
製
品
よ
り
も
丈

夫
な
こ
と
、
中
詰
石
が
小
さ
い
と
袋
が
切
れ

に
く
い
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

・
グ
ラ
ベ
ル
マ
ッ
ト
の
選
定
に
お
い
て
は
宮

崎
海
岸

ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
過

年
度
の

被
災

に
お
い
て
も
、

技
術
分
科
会
等
に
て
検
討
を
行

い
、
構

造
等
の

ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
洗

掘
対
策

工
と
し
て
グ
ラ
ベ
ル

マ
ッ
ト
を
試
行
的
に
用
い
、
今
後

、
効

果
検
証
を
行
い
な
が

ら
、
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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（
１
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
と
回

答
（
3/

3
）

ア
ン
ケ
ー
ト
記
載
内
容

事
務
局
の
回
答

・
総
合
土
砂
管
理
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
し
て
欲
し
い
。

・
平
成
1
9
年
度
よ
り
中
部
流
砂

系
と
し
て
取

り
組

ん
で

い
ま
す
。

・
現
在
、
小
丸
川
の
総
合
土
砂
管
理
計
画
の

検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

・
数
値
は
出
て
く
る
が
計
算
上
こ
う
改

善
し
ま
す
と
い
う
目
標

を
数
値

に
し
て
欲
し
い
。

・
今
後
の
参
考
に
し
ま
す
。

・
浜
幅
5
0
ｍ
の
確
保
達
成
の
工
事
進
行
遅

進
。
特

に
サ
ン
ド
パ
ッ
ク

設
営
後
停
滞
工
事
に
酔
い
し
れ
て
い
る
。

・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
写
真
は
新
し
く
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
議
論

に
挙

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ペ
ー
ジ
内

に
例

え
ば

1
年

単
位
で
も
良
い
の
で
写
真
を
掲
載
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

・
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
に
約
6
0
0
名

の
人
が

参
加
し
て
い
る
。
海

岸
浸
食

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
欲
し
い
。

・
海
岸
課
長
の
発
言
で
「
一
応
～
」
と
い
う
接
語
が
多
い
気
が
し
ま

す
。
不
安
な
感
じ
が
す
る
の
で
注

意
し
た
方
が

良
い
か
も
で
す
。

・
過
去
の
談
義
が
活
か
さ
れ
て
い
な
い
と
思

う
。
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（
２
）
参

考
資

料
①

砂
浜

回
復

の
予

測
結

果

第
６
回

技
術
分
科
会
（平

成
2
3
年
7
月
開
催
）資

料
6
-4

※
青

字
は

今
回

加
筆浜

幅
5

2
m

↓
6

3
m

↓ 7
1

m
↓ 9

4
m

↓

4
1

m
↓ 9

0
m

↓ 1
2

3
m

↓

浜
幅

6
8

m
↓

浜
幅

7
8

m
↓
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（
２
）
参

考
資

料
②

実
施

し
た
養

浜
量

の
根

拠

場
所

年
度

二 ツ 立

大 炊 田

石 崎 浜

動 物 園 東

住 吉 （ 陸 上 ）

住 吉 （ 海 中 ）

住 吉 ( 離 岸 堤 )

陸 上 養 浜 合 計

海 中 養 浜 合 計

全 体 合 計

H
2
0

6
.4

1
.6

1
1
.7

8
.0

1
1
.7

1
9
.7

H
2
1

1
.2

1
.8

2
.0

7
.4

5
.0

7
.4

1
2
.4

H
2
2

3
.5

4
.2

1
.8

6
.7

3
.2

1
2
.7

6
.7

1
9
.4

H
2
3

0
.3

3
.3

1
.5

2
.1

0
.6

5
.7

2
.1

7
.8

H
2
4

1
.1

1
.3

1
.6

0
.5

2
.0

4
.5

2
.0

6
.5

H
2
5

1
.2

8
.5

1
.9

3
.3

2
.0

1
4
.9

2
.0

1
6
.9

H
2
6

1
.3

3
.6

2
.6

0
.7

7
.4

0
.7

8
.1

H
2
7

0
.3

2
.4

1
.0

3
.0

2
.1

6
.7

2
.1

8
.8

計
8
.9

1
9
.0

1
5
.3

1
7
.4

0
.5

3
4
.7

3
.8

6
4
.9

3
4
.7

9
9
.6

港
湾

事
業

で
実

施
掘

削
は

他
事

業
、

運
搬

・
投

入
は

海
岸

事
業

な
ど

連
携

し
て

実
施
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（
２
）
参

考
資

料
③

突
堤

北
側

の
地

形
変

化

突
堤

建
設

開
始
（
2
0
1
2
(H
2
4
)～

）

突
堤

北
（
0
.8
km

区
間

）で
は

、
前

進
（
回

復
）
傾

向
が

見
ら
れ

る

直
轄

化

⑧
住

吉
海
岸
ブ
ロ
ッ
ク

目
標

浜
幅
50
m

突
堤

北

・
突
堤
の
効
果
を
把
握
す
る

た
め
、
突
堤
の
沿
岸
漂
砂

上
手
側
に
あ
た
る
⑧
住
吉

海
岸
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
同
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
突
堤
北
側
近

傍
の
長
期
的
な
土
砂
変
化

量
と
浜
幅
を
整
理
し
た
。

・
陸
域
と
海
域
を
含
め
た
土

砂
変
化
量
は
、
過
去
か
ら

侵
食
傾
向
が
継
続
し
て
お

り
、
突
堤
建
設
以
降
に
お

い
て
も
、
明
確
な
回
復
傾

向
は
見
ら
れ
な
い
。

・
一
方
、
陸
域
の
砂
浜
に
着

目
す
る
と
、
突
堤
建
設
ま

で
は
砂
浜
が
消
失
し
て
い

た
が
、
突
堤
建
設
以
降
、

突
堤
北
側
近
傍
で
は
、
前

進
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
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